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地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
七

号
）

要
旨

　
　
本
案
は
、
別
途
提
出
さ
れ
て
い
る
「
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の

　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
の
改
正
内
容
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
よ

　
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
年
金
た
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
の
改
正

（
一
）
年
金
た
る
補
償
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
平
均
給
与
額
に

　
つ
い
て
、
自
治
省
令
で
定
め
る
年
齢
階
層
ご
と
に
最
低
限
度
額

　
及
び
最
高
限
度
額
を
定
め
、
年
金
た
る
補
償
を
受
け
る
者
の
平

　
均
給
与
額
が
、
こ
の
最
低
限
度
額
を
下
回
り
、
又
は
最
高
限
度

　
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
最
低
限
度
額
又
は
最
高
限
度
額

　
を
そ
の
者
の
平
均
給
与
額
と
す
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
は
、
労
働
者
災

　
害
補
償
保
険
制
度
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
額
を
考
慮
し
て
自
治



　
　
大
臣
が
定
め
る
。

　
（
二
）
（
一
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
過
措
置
と
し
て
、
こ
の
改
正
の
施
行

　
　
前
か
ら
年
金
た
る
補
償
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
者
で
あ

　
　
つ
て
、
施
行
時
に
お
け
る
平
均
給
与
額
が
（
一
）
の
最
高
限
度
額
を

　
　
超
え
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
施
行
前
の
平
均
給
与
額
を
基

　
　
礎
と
し
て
年
金
た
る
補
償
の
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

　
　
超
え
る
間
、
年
金
た
る
補
償
の
額
の
自
動
改
定
は
行
わ
な
い
。

二
、
通
勤
の
定
義
に
関
す
る
規
定
の
整
備

　
　
通
勤
災
害
の
対
象
と
な
る
通
勤
の
範
囲
を
自
治
省
令
で
具
体
的

　
に
定
め
る
。

三
、
収
監
中
の
者
に
対
す
る
休
業
補
償
の
取
り
扱
い

　
　
監
獄
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
は
、
休
業
補
償
を
支
給
し
な

　
い
。

四
、
施
行
期
日

　
　
年
金
た
る
補
償
に
係
る
平
均
給
与
額
の
改
正
に
つ
い
て
は
昭
和

　
六
十
二
年
二
月
一
日
、
通
勤
の
定
義
に
関
す
る
規
定
の
整
備
及
び

　
収
監
中
の
者
に
対
す
る
休
業
補
償
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
昭
和

　
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
制
度
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を

講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
年
金
た
る
補
償
に
係
る

平
均
給
与
額
に
つ
い
て
年
齢
階
層
ご
と
に
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限

度
額
を
設
け
る
こ
と
、
通
勤
災
害
に
お
け
る
通
勤
の
定
義
及
び
収
監

中
の
職
員
に
対
す
る
休
業
補
償
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
府
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、

基
金
の
業
務
運
営
の
改
善
、
通
勤
災
害
に
対
す
る
保
護
の
拡
大
等
の

問
題
に
つ
い
て
熱
心
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
の
後
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本

法
律
案
は
賛
成
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
公
務
災
害
の
防
止
対
策
推
進
等
に
関

す
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
一
号
）



要
旨　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い
て
、
所
得
税
及
び
法
人
税
の

収
入
見
込
額
の
合
計
額
が
一
兆
四
千
七
十
億
円
減
少
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、
こ
れ
ら
の
税
を
基
礎
と
す
る
地
方
交
付
税
交
付
金
を
四
千
五

百
二
億
四
千
万
円
減
額
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
本
案
は
、
現
下

の
地
方
財
政
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特

別
会
計
の
借
入
金
を
四
千
五
百
二
億
四
千
万
円
増
額
し
、
昭
和
六
十

一
年
度
の
地
方
交
付
税
の
総
額
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
借
入
金
の
償
還
は
、
昭
和
六
十
七
年
度
か
ら
昭
和
七
十
六
年

度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
御
報
告

　
い
た
し
ま
す
。

　
　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、
所
得
税
及
び
法
人
税

　
の
減
少
見
込
み
額
が
計
上
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
税
を
基
礎
と
す
る
地
方

　
交
付
税
財
源
も
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
法
律
案
は
、

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金

　
特
別
会
計
に
お
い
て
四
千
五
百
二
億
四
千
万
円
を
借
り
入
れ
て
、
昭

　
和
六
十
一
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
を
主
な

内
容
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
政
府
よ
り
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、

特
例
措
置
の
あ
り
方
、
税
制
改
革
と
地
方
財
源
の
確
保
等
の
問
題
に

つ
い
て
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
法
律
案
に
対

し
、
日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
志
苫
委
員
、
公
明
党
・

国
民
会
議
を
代
表
し
て
馬
場
委
員
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
神
谷

委
員
、
民
社
党
・
国
民
連
合
を
代
表
し
て
抜
山
委
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

反
対
、
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
出
口
委
員
よ
り
賛
成
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
採
決
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
法
律
案
は
賛
成
多
数
を

も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
の
長
期
的
安

定
確
保
等
を
求
め
る
附
帯
決
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。




